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Ｓ４－３ 「高効率・高減容セシウム回収システムの構築（Ｃｓ吸着回収からＣｓ単体ガラス固化体まで）」 

（８）Ｃｓ吸着物燃焼酸化処理における、Ｃｓ高溶出回収（99.9%以上）のための

燃焼方法改良と燃焼残渣Ｃｓ残量の最小化。

○宗澤潤一（エンバイロテック開発）

１． はじめに 

放射性 Csの回収方法の一つとして、プルシアンブルーナノ粒子(PBN) を用いた回収技術が知られてい

る。模擬セシウムとして CsCｌを用い、Cs 吸着後のプルシアンブルーナノ粒子を燃焼酸化処理すると、

燃焼酸化生成物としてセシウムは CsNO3 へ変化して、燃焼酸化残渣に含有される。このセシウムは水、

酸にて溶出回収される。この溶出回収率は従来９５％程度であり、溶出済残渣中の残セシウムは５％程

度であるため、残渣廃棄物の残線量が指定廃棄物規制値を超えることも予想される。 

本研究はセシウム溶出回収率を上げ、溶出済残渣中の残セシウム低減を図ることにより、残渣廃棄物の

残線量、指定廃棄物規制値以下を目標とし、燃焼条件検討を行った。 

２． 実験方法 

２－１．Cs吸着物作成、燃焼酸化処理 

Cs は CsCl を使用。プルシアンブルーナノ粒子造粒（MC-B；関東化学製）に CsCl を吸着させて模擬；

Cs-40g／MC-B-kg を作成した。Cs 吸着容量を確保し、ろ過工程を簡便化させるために造粒品（MC-B；関

東化学製）を使用した。MC-B はプルシアンブルーナノ粒子をアルギン酸カルシウム膜にて包含固定化さ

せたものである。Cs 吸着した MC-B を管状炉（試験炉）にて分解処理実施、運転圧力は大気圧、温度は

350℃以下、キャリアー、燃焼用空気として酸素低減ガスを供給する。発生ガスは受器（苛性ソーダ水溶

液）にて捕集する。燃焼酸化残渣含有 Csを測定する。 

２－２．燃焼酸化生成物からの Cs溶出 

得られた造粒燃焼残渣を純粋水にて Cs 塩等溶出させる。さらに造粒溶出残渣を分離回収、粉砕して、

包含カルシウム膜を破砕し、再度純粋水にて Cs塩等溶出させる。次に粉砕溶出残渣を分離回収、0.5N硝

酸水にて Cs塩等溶出除去する。各溶出残渣の残留 Csを測定する。 

２－３．溶出済残渣中の残セシウム低減 

0.5N 硝酸水溶出残渣の残線量をさらに指定廃棄物規制値以下まで低減させるため、1000℃にて１時間

以上昇華加熱させる。昇華残渣の残留 Csを測定する。 

３．結果および考察 

３－１．残留 Cs の減少推移 

燃焼酸化残渣、各溶出残渣、昇華残渣での各残留 Cs量 、Cs除去率推移を図-1に示す。燃焼残渣の 

生成酸化鉄を非結晶化にとどめることにより、水、0.5N硝酸水での Cs除去率 99.9％を達成した。 

0.5N硝酸水溶出残渣を昇華加熱することにより Cs除去率 99.97％を達成した。残線量を指定廃棄物規制 

値以下まで低減する方法として昇華加熱の有効性を確認した。 

３－２．造粒吸着材 

MC-B（造粒吸着材）は PBN（ナノ粒子）と比

  べ除染係数は低いが、ろ過工程を簡便化させる 

ことから Cs吸着工程での MC-B、PBNの併用を 

想定し、MC-Bでの残留 Cs の減少推移を検討し 

MC-Bの有効性を確認した。

３－３．考察 

１）Cs回収率 99.9％の達成、昇華加熱での廃棄

物残留 Cs除去率 99.97％の達成により指定

廃棄物規制値以下まで線量低減の見通しを

得た。

２）MC-B（造粒吸着材）の活用により、吸着工程

燃焼酸化工程でのカラム容器兼用プロセスの

実現が可能となった。
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図-1 各残留 Cs 量 、Cs 除去率推移 
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